
人
の
心
を
高
め
る
特
効
薬

観
光

施
設
の
人
気
投
票

北
九
州
市
　

１
位
は「
セ
ン
タ
ー
抜
擢
」

く
ま
モ
ン
と
く
ろ
ち
ゃ
ん

新
幹
線
に
ラ
ッ
ピ
ン
グ鹿児島県のセミナー

関西の大学から
スポーツ合宿誘致

第回

ス
マ
ホ
で
伝
え
る
地
域
の
魅
力

１
年
後
に
届
く

「
思
い
出
は
が
き
」

奈
良
市
観
光
協
会

〈〉

高
知
県
苓
北
地
域
で
の
竹
提
灯
作
り
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
研
修

　
東
京
三
鷹
の
女
子
高
校
生
殺

人
事
件
の
報
道
が
続
い
て
い

る
。
将
来
の
希
望
が
満
ち
あ
ふ

れ
た
若
者
の
死
は
痛
ま
し
い
。

死
な
ず
に
済
ん
だ
は
ず
の
命
が

残
念
で
あ
る
。
ス
ト
ー
カ
ー
に

対
応
で
き
な
か
っ
た
警
察
に
も

課
題
が
残
る
。
殺
害
後
の
自
殺

も
ほ
の
め
か
し
た
と
か
。
人
も

自
分
の
命
も
軽
ん
じ
て
い
る
こ

と
に
は
違
い
な
い
。

　
他
に
も
女
性
が
殺
さ
れ
切
断

さ
れ
た
事
件
も
あ
っ
た
。
猟
奇

的
、
非
人
間
的
行
為
で
あ
る
。

男
女
や
人
間
関
係
は
思
い
通
り

に
は
い
か
な
い
。
す
べ
て
の
物

事
は
そ
う
簡
単
に
う
ま
く
い
か

な
い
の
は
世
の
常
で
あ
る
が
、

そ
れ
を
経
験
か
ら
学
ぶ
機
会
が

必
要
で
あ
る
。

　
い
さ
さ
か
宗
教
的
で
は
あ
る

が
、
人
の
幸
せ
は
回
り
ま
わ
っ

て
世
の
中
の
幸
せ
と
自
分
の
幸

せ
に
な
っ
て
舞
い
戻
っ
て
く
る

も
の
だ
。
不
幸
な
顔
と
笑
顔
は

隣
に
い
ら
れ
な
い
。
笑
顔
ば
か

り
な
ら
ど
ん
な
場
所
で
も
居
心

地
が
い
い
も
の
だ
。

　
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
情
報
ツ
ー
ル

が
事
件
の
発
端
と
な
っ
て
い

る
。
そ
れ
ら
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
言
う
が
、
ス

マ
ホ
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
）
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
文
字

で
あ
り
画
像
で
あ
り
、
生
の
人

間
で
は
な
い
。
電
車
の

７
人
掛
け
の
ロ
ン
グ
シ

ー
ト
で
７
人
中
５
人

が
、
ス
マ
ホ
か
、
そ
の

他
の
携
帯
モ
バ
イ
ル

か
、
ゲ
ー
ム
機
を
使
っ

て
い
る
。
誰
も
夢
中
だ

が
笑
顔
が
な
い
。

　
仕
事
に
も
、
事
務
連

絡
に
も
便
利
だ
が
、
心

通
わ
す
ま
で
に
は
至
ら

ず
、
結
局
会
わ
ず
に
は

収
ま
ら
な
い
の
だ
。
巡

り
会
う
機
会
は
ネ
ッ
ト

も
合
コ
ン
も
あ
り
は
す

る
が
、
心
が
通
い
合
う
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
仕
事
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
旅
な
ど
の

共
通
体
験
で
あ
る
。

　
伴
侶
と
な
る
か
否
か
は
「
神

の
み
ぞ
知
る
」
で
あ
る
が
、
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
は
必

然
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
商
品
化
は
、

万
民
に
共
通
す
る
現
代
の
課
題

の
人
間
関
係
の
学
習
機
会
そ
の

も
の
な
の
で
あ
る
。

　
過
日
は
、
高
知
県
の
嶺
北
地

域
で
都
市
と
農
山
村
交
流
の
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
践
研
修
を

行
っ
た
。
集
落
や
市
町
村
を
超

え
た
広
域
の
取
り
組
み
で
は
、

年
配
同
士
で
す
ら
面
識
が
な
い

人
も
多
い
。

　
研
修
の
一
つ
は
、
孟
宗
竹
を

切
っ
た
り
、
穴
を
開
け
た
り
、

障
子
紙
を
貼
っ
た
り
の
工
程

で
、
完
成
イ
メ
ー
ジ
は
竹
行
燈

で
あ
る
。大
人
が
夢
中
に
な
り
、

ワ
イ
ワ
イ
、
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
に
ぎ

や
か
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
完

成
品
を
う
れ
し
そ
う
に
自
慢
す

る
。
そ
の
個
人
の
作
品
を
誰
も

け
な
す
こ
と
な
く
ほ
め
た
り
、

認
め
た
り
、温
か
い
目
で
見
る
。

い
さ
か
い
が
起
こ
る
要
素
は
微

塵
も
な
い
。

　
心
休
ま
る
自
然
の
中
、
自
然

の
材
料
、
学
ぼ
う
と
志
の
あ
る

人
、
多
く
の
人
と
一
つ
の
目
標

に
向
か
う
空
間
、
行
き
交
う
笑

顔
と
言
葉
、
自
分
の
思
い
と
技

が
込
め
ら
れ
た
無
二
の
作
品
、

人
を
尊
重
し
認
め
る
仕
組
み
、

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
人
の
心

を
高
め
る
特
効
薬
で
あ
る
。
多

く
の
人
に
飲
ま
せ
た
い
。

　
（
体
験
教
育
企
画
代
表
・
藤

澤
安
良
）

　
こ
こ
１
、
２
年
で
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
広
が
り
は
目
覚
ま

し
い
。
総
務
省
が
今
年
６
月
に

発
表
し
た
「
平
成

年
度
版
通

信
利
用
動
向
調
査
」に
よ
れ
ば
、

２
０
１
３
年
１
～
３
月
時
点
の

世
帯
別
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
保
有

率
は

％
弱
。
昨
年
同
時
期
の


％
か
ら
大
き
く
増
加
し
た
。

電
車
内
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

利
用
す
る
人
々
の
姿
は
日
常
と

な
り
、
多
く
の
人
に
と
っ
て
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
昼
夜
問
わ
ず

ア
ク
セ
ス
す
る
も
の
と
な
っ

た
。
旅
行
中
で
も
、
そ
れ
は
例

外
で
は
な
い
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
総
合
研
究
所
が
今
年

の
９
月
に
実
施
し
た
「
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
利
用
と
旅
行
消
費

に
関
す
る
調
査
」の
結
果
で
は
、

全
体
の

・
６
％
が
「
宿
泊
施

設
を
選
ぶ
と
き
に
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
接
続
環
境
」を
重
視
し
、

中
で
も
「
Ｗ
ｉ

Ｆ
ｉ
が
無
料

で
使
え
る
こ
と
」（

・
９
％
）

が
１
位
と
な
っ
た
。
ま
た
回
答

者
の

・
１
％
は
「
旅
行
中
」

に
情
報
収
集
を
す
る
た
め
に
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
て
お

り
、
旅
行
者
に
と
っ
て
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
快
適
に
利
用
で
き

る
環
境
は
極
め
て
重
要
で
あ
る

こ
と
が
分
か
る
。

　
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
伝

達
さ
れ
る
情
報
に
は
何
を
求
め

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
「
旅
行

中
」
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
調

べ
る
こ
と
と
し
て
上
位
に
あ
が

っ
た
の
は
、
昼
ご
飯
や
夕
ご
飯

を
食
べ
る
場
所
、
お
茶
が
で
き

る
場
所
な
ど
「
食
」
に
関
す
る

こ
と
。
「
交
通
手
段
」
や
「
土

産
物
を
購
入
す
る
場
所
」
も
多

い
。
宿
泊
施
設
や
主
な
観
光
場

所
な
ど
主
な
予
定
だ
け
を
旅
行

前
に
決
め
て
お
き
、
旅
行
先
で

の
細
か
い
行
動
は
そ
の
場
で
調

べ
る
と
い
う
旅
行
者
も
増
え
て

い
る
の
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ

ー
ビ
ス
）
か
ら
発
信
さ
れ
る
情

報
で「
よ
い
」「
共
有
し
た
い
」

と
思
う
旅
行
中
の
写
真
は
、
男

性
は
自
然
風
景
や
乗
り
物
な
ど

の
風
景
写
真
、
女
性
は
食
事
風

景
や
体
験
シ
ー
ン
な
ど
。
男
性

に
比
べ
、
女
性
は
「
人
」
が
旅

行
を
楽
し
む
姿
に
よ
り
共
感
す

る
よ
う
だ
。
年
代
別
に
も
違
い

は
見
ら
れ
、
若
い
世
代
は
「
仲

間
と
の
記
念
写
真
」
、
年
齢
が

上
が
る
と「
動
物
や
花
の
写
真
」

な
ど
も
好
ま
れ
る
。
地
域
の
魅

力
を
「
誰
」
に
伝
え
た
い
か
、

商
品
を
購
入
し
て
ほ
し
い
か
、

対
象
を
明
確
に
し
、
共
感
を
得

ら
れ
や
す
い
写
真
や
企
画
を
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
活
用
す
れ
ば
よ

り
効
果
的
に
旅
行
者
に
訴
求
す

る
こ
と
が
で
き
そ
う
だ
。

　
ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
浸
透
に
よ

っ
て
、
旅
行
者
は
情
報
を
受
信

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
旅
行
中

に
情
報
を
発
信
す
る
媒
体
と
し

て
の
役
割
も
果
た
す
よ
う
に
な

っ
た
。
回
答
者
全
体
の

％
が

自
分
の
旅
行
に
つ
い
て
発
信
し

た
経
験
が
あ
り
、
若
い
世
代
で

は
さ
ら
に
経
験
率
は
上
が
る
。

旅
行
者
自
身
の
発
信
を
促
す
工

夫
も
必
要
に
な
る
。
例
え
ば
倉

敷
で
は
、
「
シ
ャ
ッ
タ
ー
お
助

け
隊
」
が
観
光
客
の
記
念
写
真

の
手
伝
い
を
す
る
。
旅
行
中
投

稿
し
や
す
い
仕
組
み
づ
く
り
や

興
味
を
そ
そ
る
撮
影
ス
ポ
ッ
ト

な
ど
の
機
会
提
供
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
接
続
環
境
と
と
も
に

い
っ
そ
う
重
要
に
な
る
。

　
以
上
の
こ
と
は
日
本
人
だ
け

の
た
め
に
限
ら
な
い
。
韓
国
、

香
港
、
台
湾
な
ど
日
本
よ
り
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
普
及
率
が
高
い

国
の
旅
行
者
に
と
っ
て
旅
行
先

で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
す

る
こ
と
は
ご
く
自
然
な
行
動
だ

が
、
日
本
は
ア
ジ
ア
諸
国
と
比

べ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
特
に

Ｗ
ｉ

Ｆ
ｉ
の
接
続
環
境
が
整

っ
て
い
る
と
は
言
え
ず
、
不
満

へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
世
界

の
旅
行
者
か
ら
選
ば
れ
る
た
め

に
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

の
提
供
、
共
感
で
き
る
情
報
の

発
信
、
旅
行
者
も
発
信
し
や
す

い
仕
組
み
作
り
へ
の
取
り
組
み

は
不
可
欠
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
総
合
研
究
所
主
任

研
究
員
・
早
野
陽
子
）
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学
生
が
合
宿
の
体
験
を
発
表

（
大
阪
会
場
で
）

　
北
九
州
市
は
１
日
、
市
内

の
観
光

施
設
を
対
象
に
し

た
人
気
投
票
「
Ｋ
Ｋ
Ｓ
（
北

九
州
市
観
光
施
設
）
総
選
挙

～
セ
ン
タ
ー
を
狙
え
」
を
開

始
し
た
。
人
気
女
性
ア
イ
ド

ル
グ
ル
ー
プ
「
Ａ
Ｋ
Ｂ

」

の
セ
ン
タ
ー
位
置
を
決
め
る

選
抜
総
選
挙
に
習
い
、
最
も

得
票
が
多
か
っ
た
施
設
は
市

発
行
の
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

「
も
り
た
び
」（

万
部
）の
表

紙
セ
ン
タ
ー
に
写
真
を
掲
載

す
る
。
市
内
観
光
施
設
へ
の

関
心
を
高
め
て
市
へ
の
観
光

客
、
施
設
へ
の
入
場
者
の
増

加
を
図
る
の
が
目
的
だ
。

　
「
投
票
券
」
は
、
Ｊ
Ｒ
小

倉
駅
や
北
九
州
空
港
な
ど
に

あ
る
市
内
の
観
光
案
内
所
４

カ
所
と
市
内
各
区
役
所
で
配

布
し
て
い
る
「
市
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
カ
ー
ド
」

の
裏
面
、
さ
ら
に
市
産
業
経

済
局
職
員
（
約
３
２
０
人
）

の
名
刺
裏
面
に
印
刷
し
て
い

る
。

　
投
票
は
カ
ー
ド
、
名
刺
を

受
け
取
っ
た
人
が
対
象
で
、

観
光
客
、市
民
は
問
わ
な
い
。

投
票
券
を
各
観
光
施
設
の
入

場
口
に
提
示
し
、
料
金
を
支

払
っ
て
入
場
す
れ
ば
、
投
票

し
た
こ
と
に
な
る
。
投
票
券

１
枚
に
つ
き
３
施
設
ま
で
入

場
（
投
票
）
で
き
、
投
票
し

た
人
は
各
施
設
で
入
場
料
割

引
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の

優
待
が
受
け
ら
れ
る
。
投
票

券
は
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る
だ

け
で
回
収
し
な
い
。

　
投
票
は
来
年
２
月

日
ま

で
。
市
は
投
票
期
間
中
、
観

光
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
課
の

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
各
施
設

の
紹
介
を
行
う
。
投
票
終
了

後
は
１
位
の
施
設
の
み
発
表

し
、
観
光
案
内
所
な
ど
で
配

布
し
て
い
る
「
も
り
た
び
」

の
表
紙
に
写
真
を
掲
載
す

る
。

　
立
候
補
（
参
加
）
し
て
い

る
の
は
、
小
倉
城
（
小
倉
北

区
）
や
ス
ペ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド

（
八
幡
東
区
）
、
出
光
美
術

館
（
門
司
区
）
と
い
っ
た
全

国
的
に
有
名
な
施
設
だ
け
で

は
な
く
、
市
民
が
気
軽
に
利

用
す
る
公
園
や
温
浴
施
設
も

含
ま
れ
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
投
票
結
果
の

予
想
は
簡
単
な
よ
う
だ
が
、

同
課
は
「
投
票
結
果
を
出
す

こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
観

光
客
や
市
民
に
施
設
へ
足
を

運
ん
で
も
ら
う
き
っ
か
け
作

り
」
と
説
明
し
て
い
る
。

　
熊
本
県
と
Ｊ
Ｒ
九
州
、
Ｊ

Ｒ
西
日
本
は

月
４
日
ま

で
、
「
く
ま
モ
ン
＆
く
ろ
ち

ゃ
ん
」
ラ
ッ
ピ
ン
グ
新
幹
線

を
運
行
し
て
い
る
＝
写
真
。

熊
本
県
と
Ｊ
Ｒ
九
州
が
展
開

し
て
い
る
「
ど
っ
ち
ゃ
ん
行

く
？
熊
本
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
合
わ
せ
た
企
画
。

　
県
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
で「
熊
本
県
営
業
部
長
」

の
く
ま
モ
ン
と
、
Ｊ
Ｒ
九
州

の
「
阿
蘇
駅
名
誉
駅
長
」
の

人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、
く
ろ

ち
ゃ
ん
を
ラ
ッ
ピ
ン
グ
。
運

転
区
間
は
山
陽
・
九
州
新
幹

線
の
新
大
阪

鹿
児
島
中
央

駅
間
。
車
両
は
Ｎ
７
０
０
系

新
幹
線
１
編
成
（
８
両
）
。

　
運
転
時
刻
は
、
Ｊ
Ｒ
西
日

本
の
観
光
情
報
サ
イ
ト
「
Ｊ

Ｒ
お
で
か
け
ネ
ッ
ト
」
で
確

認
で
き
る
。

　
奈
良
市
観
光
協
会
は
今
月

か
ら
、
観
光
客
を
対
象
に
し

た
「
１
年
後
、
あ
な
た
に
届

く
『
思
い
出
は
が
き
』
」
の

取
り
組
み
を
始
め
た
。

　
観
光
客
に
旅
の
楽
し
い
思

い
出
を
専
用
の
は
が
き
に
書

い
て
も
ら
い
、
同
協
会
が
１

年
間
保
管
。
１
年
後
、
書
い

た
人
に
は
が
き
が
届
く
こ
と

で
、
旅
の
楽
し
い
思
い
出
が

よ
み
が
え
り
、
再
び
奈
良
を

訪
れ
て
も
ら
お
う
と
い
う
狙

い
。

　
奈
良
市
観
光
協
会
は
「
古

都
奈
良
と
い
う
、
時
間
が
ゆ

っ
た
り
と
流
れ
る
中
で
心
静

か
に
ペ
ン
を
と
り
、
お
客
さ

ま
に
旅
の
思
い
出
や
メ
ッ
セ

ー
ジ
な
ど
を
自
由
に
は
が
き

に
つ
づ
る
楽
し
み
を
味
わ
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、

宛
先
を
ご
自
身
と
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
お
客
さ
ま
に

も
う
一
度
奈
良
を
思
い
出
し

て
も
ら
い
た
い
」
と
Ｐ
Ｒ
し

て
い
る
。

　
関
西
地
区
の
大
学
の
ス
ポ

ー
ツ
合
宿
を
鹿
児
島
県
に
誘

致
す
る
た
め
の
「
か
ご
し
ま

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
セ
ミ
ナ
ー
ｉ

ｎ
関
西
」
が

、

日
に
開

か
れ
た
。
大
阪
会
場
は
新
大

阪
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
プ
ラ

ザ
（
大
阪
市
淀
川
区
）
で
、

京
都
会
場
は
メ
ル
パ
ル
ク
京

都
（
京
都
市
下
京
区
）
で
行

わ
れ
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
鹿
児
島

県
内
の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
向
け

施
設
や
受
け
入
れ
態
勢
を
Ｐ

Ｒ
。
フ
ェ
リ
ー
運
航
会
社
の

フ
ェ
リ
ー
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
か

ら
は
、
フ
ェ
リ
ー
利
用
の
メ

リ
ッ
ト
が
説
明
さ
れ
た
。

　
事
例
紹
介
で
は
、
鹿
児
島

で
合
宿
を
行
っ
た
関
西
学
院

大
学
の
テ
ニ
ス
サ
ー
ク
ル
の

学
生
が
体
験
を
発
表
。
宿
泊

施
設
が
雨
天
時
の
屋
内
練
習

場
を
ス
ム
ー
ズ
に
確
保
し
て

く
れ
た
こ
と
や
、
温
泉
施
設

で
地
元
住
民
と
交
流
が
芽
生

え
た
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ

た
。

　
昨
年
度
、
鹿
児
島
県
内
で

実
施
さ
れ
た
大
学
の
ス
ポ
ー

ツ
合
宿
で
は
、
関
西
の
大
学

生
が
参
加
人
数
全
体
の
約
４

割
を
占
め
、
参
加
団
体
数
や

人
数
も
年
々
増
加
傾
向
に
あ

る
。

http://www.jr-odekake.net/

